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E文書の伝来1古書広から購入したものなので、旧蔵者およびζれまでの伝来関係は不明である
が、内容からみて、原蔵者は幕末期に大坂で綿・油など九品目の江戸積商業者組合として、海上輸
送の全般を差配した 「九居世話番」であろうと思われる。乙の九百世話番というのは、天保12(18 
41)年のいわゆる天保の改革で、従来の大坂二十四組問屋の株仲間が解散した後、種々の支障が起
ζったため、改めて弘化4(1847)年に、 二十四組問屋の荷主の中で、重積の九品目を扱う商人が
協議して結成された同業組合である。九品目の重積とは、綿・油・紙・木綿・薬種・砂糖・鉄・蛾・
鰹節である。ζれらは江戸積荷の主要品目であって、 ζれを扱う九屈から、各2人ずつの者が選出
されて年行司として、 2ヶ月交替の輪番で事務を処理した。 ζの年行司番の者を世話番と称し、日
常の業務のほか海難事故などの事後処理にあたっていた。九品以外の商品を扱うものとして、旧二
十四組問屡中の十三組を十三屈として、九屈の下fc:.付属させ、江戸積荷を実質的な管理下において
いた。本文書は、その九庖世話番に残った文書のごく一部分であり、その他の主要部分のものが、
ど乙lζと、れだけ残っているのかは不明である。
[文書の内容1合計8点と数量が少なく、内容は廻船屋からの要望書3点、奉行所通達の請書1
点、海難処理の指示控書4点である。年代はいずれも幕末のものである。嘉永4年の下シ銭運貨改
訂についての菱垣・樽廻船屋からの口上書と、安政6年の西洋船導入の際の通達請書とが注目され
る。すでK、との 2点については、その全文が 「大坂廻船差配九后関係文書」として、 『早稲田大
学図書館紀要j19号に紹介されており、そ乙に詳しい解説も付されているので参照されたい。いず
れにしても、点数が少ないとはいえ、 一般にζの種のものは組織の興亡改編に伴って消滅しがちな
性質のものであり、貴重な存在のものといえる。
41 
口上 〔下シ銭運賃引下げ承伏]
樽 ・菱垣廻船屋→九品世話番嘉永4年2
月竪帳I冊
西洋形船積方通達帳 2 
菱垣樽廻船年行司→安政6年11月 竪帳
l冊
御頼書 [江戸着問屋差向勝手願他] 3 
船持一統→九居世話番 文久元年正月
竪帳l冊
上 [運賃増方願書及問屋奥書] 4 
荒荷廻船船持中→九居世話番文久2年12
月竪帳1冊
[海難一件処理勘定届書] 5 
大坂九居世話番→江戸九后世話番 慶応3
年2月竪帳l冊
[海難一件処理指示書] 6 
大坂九居世話番→大坂出役 (年不詳)正
月13日竪帳l冊
[海難一件処理指示書] 7 
大坂世話番→出役 (年不詳)2月5日
竪帳1冊
[海難一件処理指示書] 8 
大坂世話番→出役 (年不詳)2月11日
竪帳l冊
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